


















































ノープルは，先日これを追認したわけであるが，その背景には，1965 年 12 月











































































































































































 ． 第 1 時課
 ． 第 3 時課
7 ． 第 6 時課






















 ） 詩篇第 103 篇：司祭はこの間「司祭の 8 つの夕べの祈り」を唱える．
 ） 大連祷
 ） 詩篇唱和（「カティズマ」）














をほぼ各 7～10 編の 20 組に区分したもの）で始まる．晩課としては，月晩に
第 6 カティズマ，火晩に第 9 カティズマ，水晩に第 12 カティズマ，木晩に第
15 カティズマ，金晩に第 18 カティズマが読まれる．第 17 カティズマ（詩編
8 秋　山　　　学



































「詩篇唱和」は日曜日の朝課に第 2 カティズマ，第 3 カティズマを読み，続
いて月朝に第 4，第 5 カティズマ，火朝に第 7，第 8 カティズマ，水朝に第
10，第 11 カティズマ，木朝に第 13，第 14 カティズマ，金朝に第 19，第 20
カティズマを充当する．


























9 ．ルカ 1，46-55（マグニフィカット）＆ 1，68-79（ベネディクトゥス）
また 20）「光の歌」は 11 篇より成り，その作者は皇帝コンスタンティノス























































































































































に与う』およびその姉妹編『ニコクレス』として，前 374 年から 370 年の間
に公にされた．さらに前 374 年に没したエウァゴラスのために，前 370 年に
は追悼文『エウァゴラス』が完成している．この『エウァゴラス』は，美文的
な頌徳文として知られ，諸徳を讃美し実践の範を明らかにすることを目的とし
















































































































































論家を育成するための道程を書き記している．全 12 巻の内訳としては，第 1
巻には幼児教育，第 2・第 3 巻には弁論術総論，第 4 巻から第 6 巻には修辞学









かるべき態度で実演する学術」（5, 10, 54）（田中 1976：131）であった．

































そして第 9 巻第 2 章 36 節では，「われわれがしばしば抽象概念を人格化す
る場合」の例として，ウェルギリウスが「噂」を人格化した例（『アエネイス』
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「規範」（epideixis）としての典礼文
─プロディコスの末裔たち─
